
令和７年度第２回富岡甘楽地域保健医療対策協議会・第２回地域医療構想部会議事概要

期日：令和７年１０月２４日(金) 午後７時～
会場：群馬県富岡合同庁舎 １階 大会議室

１ 開会（１９：００）   

２ 議事
議題１ 新たな地域医療構想について
１ 新構想に関する国の検討状況 ・・・・・ 質疑等なし
２ 新構想に関する県の対応
（１）入院医療に関する構想区域 ・・・・・ 質疑等なし
（２）在宅医療等  ・・・・・・・・・・・ 質疑等なし
（３）精神医療

〇構成員
資料４３ページの説明で精神病床入院患者数は減少傾向にあるとしている

が、これは全体的な人口が減少しているからという考え方でよいか。
〇障害政策課

全体的な人口が減少することで患者数の母数も減少していることも関連して
いるものと考えます。

〇構成員
折れ線グラフ（精神通院認定者数）の方は、人口の減少具合からすると、か

なり増加しているというふうに見ればよいか。
〇障害政策課

社会全体の様々な情勢の変化があり、精神科については、通院の需要につい
ては若干上昇しているものと考えます。

〇構成員
入院患者数の減少の話になりますが、要因には人口減少もあるが、一つの要

因としては、長年にわたり精神科病院では地域移行支援を進めてきたこと。ま
た、もう一つの要因として、主な入院患者である統合失調症患者の入院が激減
してきている。これまで薬物療法に関しても、ある程度効果はあるが十分な入
院を経る必要があり、地域で生活できるような状況の治療ができなかったとい
う事実があったが、２０年くらい前から、向精神薬の進歩により、本来であれ
ば入院しなければならない状況も短期間で済み、なおかつ、在宅で地域の中で
生活できるという治療の進歩というのも精神科としては大きかったのかなと私
は感じています。人口減少の問題もあるが、そういった状況も大きかったと思



っています。
     それから、コロナを境にして、患者数の減少というのが目立つようになって

きた。治療の面とは異なるが、様々な面においてコロナというものの影響が大
きかったと思います。入院患者数については、治療の進歩の影響が大きかった
と考えています。
逆に外来患者数の方は増えているというのは、外来患者を扱う精神科クリニッ

クが増えてきているという点もあるのかもしれません。今まで精神科クリニック
というのは少なかったけれど、２０年くらい前から精神科を扱うクリニックが増
えてきていますので、地域の中で精神科の治療が受けやすくなったという事が大
きな原因ではないかと思います。

議題２ かかりつけ医機能報告制度について ・・・・ 質疑等なし
議題３ 病床数適正化支援事業について ・・・・・・ 質疑等なし
議題４ 令和６年度病床機能報告の結果について ・・ 質疑等なし

３ 閉会（２０：０３）


